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「
星
ふ
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｕ
」
落
成

７
月
７
日
（
水
）か
ら
営
業
を
開
始

 
 

６
月
25
日
（
金
）
昨
年
よ
り

改
修
工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま

し
た 

「
星
ふ
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
Ｔ

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｕ 

（
旧　

高
原
ふ
れ
あ

い
の
家
天
狗
荘
） 

」
が
完
成
し
、

落
成
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
　

当
日
は
、
新
た
に
整
備
し
た

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
会

場
に
、

濵
田
高
知
県
知
事
を
は
じ
め
、

ご
来
賓
の
方
が
た
な
ど
約
40

人
が
出
席
し
式
典
を
行
い
ま

し
た
。

　
　

式
典
で
は
、
濵
田
知
事
か
ら

「
津
野
町
の
誇
る
満
天
の
星
空

を
余
す
こ
と
な
く
満
喫
で
き
る

施
設
。
多
く
の
方
が
訪
れ
自
然

や
星
空
を
思
い
切
り
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど

の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ
と
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
で
、
新
し
く
な
っ
た
施

設
や
星
空
の
紹
介
映
像
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
　
「
星
ふ
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
Ｔ
Ｅ
Ｎ

Ｇ
Ｕ
」
は
７
月
７
日
（
水
）
か
ら

営
業
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

星
ふ
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｕ

☎
０
８
８
９-

62-

３
１
８
８　

（
産
業
課　

大
﨑　

陽
子
）

�

�

�

　
　

江
戸
時
代
の
津
野
町
の
天

文
暦
学
者
、
片
岡
直
次
郎
は
、

天
文
学
、
暦
学
、
文
学
、
歴
史
学

な
ど
多
く
の
分
野
に
才
能
を
発

揮
し
ま
し
た
。

　
　

中
で
も
天
文
学
に
優
れ
、
独

自
に
天
体
観
測
・
暦
算
を
行
い
、

１
７
８
６
年
の
金
環
皆
既
日
食

を
そ
の
８
年
も
前
か
ら
予
測
す

る
な
ど
、
そ
の
後
の
幕
府
の
寛

政
改
暦
に
も
貢
献
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
　

企
画
展
で
は
、
片
岡
直
次
郎

の
業
績
と
そ
の
知
ら
れ
ざ
る
生

涯
に
つ
い
て
展
示
解
説
を
し
て

い
ま
す
。（
観
覧
料
は
無
料
）

【
吉
村
虎
太
郎
邸
】

期
間

　
　

令
和
３
年
７
月
７
日
（
水
）

〜
令
和
３
年
８
月
31
日
（
火
）

　
　
（
会
期
中
無
休
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
片
岡
直
輝
・
直
温
生
家
】

期
間

　
　

令
和
３
年
９
月
６
日
（
月
）

〜
令
和
３
年
10
月
31
日
（
日
）

　
　
（
火
曜
日
休
館)

時
間

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

星
ふ
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｇ

Ｕ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
企
画
展

「
星
を
観
る
侍　

天
文
学
者　

片
岡
直
次
郎
展
」
開
催



　
　

昨
年
度
か
ら
船
戸
地
区

町
有
地(

満
天
の
星
に
隣

接)

に
整
備
を
行
っ
て
い
ま

し
た
「
遊
山
四
万
十 

せ
い

ら
ん
の
里
」
が
５
月
31
日
に

無
事
完
成
し
、
７
月
21
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
　

こ
れ
ま
で
せ
い
ら
ん
の
里

は
県
有
施
設
「
四
万
十
源

流
セ
ン
タ
ー
」
を
船
戸
活
性
化

委
員
会
「
四
万
十
川
源
流
点｣

が
借
り
受
け
運
営
。
源
流
点
に

最
も
近
い
宿
と
し
て
人
気
を
集

め
て
い
ま
し
た
が
施
設
の
老
朽

化
等
の
課
題
が
あ
り
、
場
所
を

同
じ
く
船
戸
地
区
の
集
落
内

に
移
し
て
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

遊
山
四
万
十 

せ
い

ら
ん
の
里
で
は
、
こ
れ

ま
で
も
大
人
気
だ
っ

た
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
お
母
さ

ん
た
ち
の
温
か
い
お
も
て
な
し

を
売
り
に
四
万
十
川
源
流
域
に

訪
れ
た
方
が
た
を
お
迎
え
し
ま

す
。
ほ
か
に
も
、
こ
ん
に
ゃ
く
づ

く
り
体
験
や
町
内
で
も
珍
し
い
、

ほ
う
ろ
く
を
使
っ
た
お
茶
煎
り

体
験
、
そ
し
て
四
万
十
川
源
流

点

ガ

イ

ド

な

ど
の

体

験

メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
　

運
営
者
代
表
の
谷
脇
良
枝

さ
ん
は
「
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

『
お
か
え
り
』
。
自
分
た
ち
が
普

段
当
た
り
前
に
感
じ
て
い
る
食

事
や
日
々
の
暮
ら
し
・
体
験
を

さ
ま

ざ
ま
な

形
で
し
っ
か
り

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
、
お
客

さ
ま
に
は
、
田
舎
に
帰
っ
て
き
た

よ
う
に
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
い

た
だ
き
た
い
」
と
優
し
く
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
　

施
設
前
の
ス
ペ
ー
ス
は

津
野
町
と
連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
る
高
知
県
立
牧
野
植
物

園
様
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
船
戸
集
落
の
景
色

に
溶
け
込
み
、
四
万
十
川
源
流

域
の
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
広
場

に
向
け
て
現
在
整
備
中
。
イ
ベ

ン
ト
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
、

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
ふ
な
と
の

四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

活
用
す
る
予
定
で
す
。(

広
場
完

成
は
令
和
４
年
２
月
末
）

　
　

町
民
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
新
し

く
な
っ
た
せ
い
ら
ん
の
里
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

施
設
の
紹
介

・
レ
ス
ト
ラ
ン
（
定
員
25
人
）

・
お
土
産
コ
ー
ナ
ー

・
体
験
メ
ニ
ュ
ー

・
宿
泊
客
室　

６
部
屋

　
　
（
定
員
最
大
17
人
）

・
定
休
日　

毎
週
水
曜
日

※
宿
泊
料
金
は
部
屋
、
繁
忙
期

な
ど
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り

ま
す
。
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
せ
い
ら
ん
の
里
の
情
報
は
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
中
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

企
業
組
合
せ
い
ら
ん　

　
　

代
表　

谷
脇　

良
枝

☎
０
８
８
９-

43-

９
０
２
５

（
企
画
調
整
課　

片
岡　

昌
梓)

ゆ
　
さ
ん 
し  
ま  
ん  
と



　
　

台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に

よ
っ
て
身
の
危
険
を
感
じ
た
場

合
は
、
最
寄
り
の
安
全
な
施
設

（
集
会
所
、
親
戚
や
近
所
の
住

宅
）に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
自
宅
か
ら
の
移
動
が

危
険
と
思
わ
れ
た
場
合
は
、
自

宅
の
裏
山
側
の
部
屋
を
避
け
２

階
な
ど
に
避
難
（
垂
直
避
難
）
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
昨
年
よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
津
野
町
が
警
戒
レ
ベ
ル
３
以

上(

高
齢
者
等
避
難
な
ど
）
を
発

令
し
た
場
合
に
開
設
す
る
避
難

所
を
、
下
記
の
場
所
に
変
更
し

て
い
ま
す
。

避
難
（
避
難
所
）

【
災
害
へ
の
備
え
】 

●津野町が開設する避難所（大規模災害時以外の場合）

　　　　避難所を開設する際は、防災行政無線等でお知らせします

名　　称種　別 住　　所

津野町葉山運動公園総合センター

津野町東津野Ｂ＆Ｇ海洋センター

津野町永野246

津野町芳生野甲200-5

葉山の郷

あけぼの館

津野町永野251-1

津野町芳生野甲200-2

一般

避難所

有症者

受入施設

①
自
宅
や
周
辺
の
状
況
を
確

　
　

認
し
、
安
全
が
確
保
で
き　

　
　

る
か
事
前
に
検
討
す
る
こ

　
　

と
。

　
　

※
避
難
指
示
等
に
よ
る
避

　
　
　
　

難
の
お
知
ら
せ
は
、
危　

　
　
　
　

険
な
場
所
か
ら
避
難
す

　
　
　
　

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

②
避
難
所
で
の
密
集
を
回
避

　
　

す
る
た
め
、
近
隣
の
安
全　

　
　

な
建
物
や
親
戚
・
友
人
の　

　
　

家
等
へ
の
避
難
を
事
前
に　

　
　

検
討
、
相
談
し
て
お
く
こ　

　
　

と
。

③
避
難
時
に
発
熱
、
咳
等
の　

　
　

症
状
が
あ
る
場
合
は
、
役　

　
　

場
へ
事
前
に
連
絡
す
る
こ　

　
　

と
。

　
　

※
症
状
に
よ
っ
て
は
、
新
型

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
健
康　

　
　
　
　

相
談
セ
ン
タ
ー(

０
８　
　

　
　
　
　

８-

８
２
３-

９
３
０
０) 　

　
　
　
　
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま　

　
　
　
　

す
。

④
避
難
の
際
は
体
温
計
を
持

　
　

参
、マ
ス
ク
等
を
着
用
す　

　
　

る
な
ど
の
対
策
や
、
可
能　

　
　

な
範
囲
で
他
の
人
と
１
〜

　
　

２
ｍ
以
上
の
距
離
を
保
つ　

　
　

こ
と
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課 

危
機
管
理
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

悟

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
55
‐
２
３
１
１

避難時における新型コロナウイルス感染症対策も含めた注意点

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定

　
　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
は

「
土
砂
災
害
防
止
法
」に
基
づ
き
、

高
知
県
が
調
査
し
、
区
域
を
指
定

し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
区
域
は
、
土
砂
災
害
の
発

生
に
よ
り
被
害
が
予
想
さ
れ
る
区

域
に
お
い
て
、
適
切
な
避
難
行
動

な
ど
の
土
砂
災
害
に
対
す
る
ソ
フ

ト
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
区
域

で
す
。

　
　

津
野
町
で
は
、
今
年
２
月
に
本

区
域
指
定
を
反
映
し
た「
防
災
マ

ッ
プ
」を
全
戸
に
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内

に
お
い
て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が

あ
り
ま
す
の
で
、
住
宅
の
建
て
替

え
や
増
築
の
際
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内

　
　に
か
か
る
規
制
等

「
土
砂
災
害
防
止
法
」
及
び

　
右
記
の
規
制
等
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
窓
口

◎
建
築
物
の
構
造
規
制

◎
建
築
物
の
移
転
勧
告

◎
特
定
の
開
発
行
為
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
す
る
許
可
制

●
区
域
に
関
す
る
こ
と

・
高
知
県
防
災
砂
防
課

　

☎
０
８
８-

８
２
３-

９
８
４
５

・
高
知
県
須
崎
土
木
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

河
川
砂
防
建
設
課

　
　

☎
０
８
８
９-

42-

１
７
０
１

●
構
造
規
制
に
関
す
る
こ
と

・
高
知
県
建
築
指
導
課

　
　

☎
０
８
８-

８
２
３-

９
８
６
４

【土砂災害警戒区域】

　 土砂災害の恐れがある

 区域

【土砂災害特別警戒区域】

　 建物が破壊され、住民

 に大きな被害が生じる恐

 れがある区域



　　被災建築物応急危険度判定とは、地震で被災した建物について、余震で倒壊するなどの危険性があるかど

うかを判定して表示を行うものです。

　　大きな地震が起きると建物は少なからずダメージを受け、倒壊は免れていても地震に対する強さが弱まっ

ている可能性があります。このため、被災者がそのまま家にいていいのか、避難所に避難した方がいいのかな

どを判断するため行います。

ご存じですか？

ご存じですか？

被災建築物応急危険度判定 【建築物の確認】

判定結果は３種類のステッカーを建物の出入口などに貼り付けて表示します。

ステッカーはそれぞれＡ３サイズです。

この建物は使用可能です この建物に立ち入る場合は

十分に注意してください

この建物に立ち入ることは

危険です

被災宅地危険度判定 【宅地の確認】

　　被災宅地危険度判定とは、大規模な地震や大雨などで、宅地が被災を受けた場合に、宅地の

被害状況（擁壁や斜面等）を把握したうえで危険度を判定し、二次被害の軽減・防止を図ろうと

するものです。

　　当該宅地の使用者・居住者だけでなく、宅地の付近を通行する歩行者に対しても安全である

かどうかを識別できるようにします。

判定結果は３種類のステッカーを現地の見えやすい場所に貼り付けて表示します。

ステッカーはそれぞれＡ３サイズです。

この宅地の被災程度は

小さいと考えられます

この宅地に入る場合は

十分に注意してください

この宅地に立ち入ることは

危険です

高知県都市計画課　　　　088-823-9849

（緑） （黄） （赤）

（青） （黄） （赤）



１

.　

採
用
予
定
年
月
日

 　

令
和
４
年
４
月
１
日

２

.　

試
験
の
級
・
職
種
・
採
用
予

 
 
 
 
 

定
人
員
・
受
験
資
格
（
表
①
）

３

.　

欠
格
事
項

　
　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

（
１
）
日
本
国
籍
を
有
し
な
い　
　

　

人
（
２
）
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

　

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で

　

又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ　

　

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

（
３
）
地
方
公
共
団
体
職
員
と　

　

し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受　

　

け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年

　

を
経
過
し
な
い
人

（
４
）
日
本
国
憲
法
施
行
の
日　

　

以
後
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法

　

又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政　

　

府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と　

　

を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の　

　

団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に

　

加
入
し
た
人

４

.　

試
験
実
施
内
容
等

（
１
）
第
１
次
試
験
（
表
㈪
）

（
２
）
第
２
次
試
験　

・
日
程　

10

月
中
下
旬

※
第
１
次
試
験
の
合
格
者
に
別

途
通
知
し
ま
す
。

５

.　

受
付
期
間
及
び
時
間

　
　

令
和
３
年
８
月
２
日
（
月
）

か

ら

令

和

３
年

８

月

20

日

（
金
）
ま
で
の
午
前
８
時
30

分
か

ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
。

　
　

郵
便
に
よ
る
申
し
込
み
は
、

令
和
３
年
８
月
20

日
（
金
）
到

着
分
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

６

.　

申
込
書
配
布
場
所

　
　

役
場
本
庁
舎
総
務
課
及
び

西
庁
舎
介
護
福
祉
課
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
津
野
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　
　

郵
便
に
よ
る
申
込
書
請
求

の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用

試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
返
信
用
封
筒
に
送
付
先
の

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
明

記
し
、
84

円
切
手
を
貼
っ
た
も

の
を
同
封
し
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

先
】

　
　

〒
７
８
５
‐
０
２
０
１　

　

高
知
県
高
岡
郡
津
野
町
永
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
７
１
‐
１　

　
　
　

津
野
町
役
場
総
務
課

　
　

０
８
８
９
‐
5 5
‐
２
３
１
１　

　
　
　
　
　
【
担
当
者
】
中
山　

美
紀



　
　

災
害
に
備
え
て
備
蓄
が
必
要

な
こ
と
は
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、

ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

　
　

最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
非
常
食

が
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
賞
味
期

限
が
２
〜
５
年
と
長
い
の
で
、
い

つ
買
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
、
賞

味
期
限
が
切
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　

そ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め

に
、
古
い
も
の
か
ら
使
っ
て
買
い

足
す
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
が
「
ロ

ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」
で
す
。
防

災
の
た
め
に
特
別
な
も
の
を
用

意
す
る
の
で
は
な
く
、
普
段
の
生

活
の
中
で
利
用
し
て
い
る
食
品

で
い
い
の
で
す
。
常
温
で
日
持
ち

す
る
も
の
を
備
え
て
お
く
と
取

り
組
み
や
す
く
、
ど
ん
な
状
況

下
に
な
っ
て
も
普
段
に
近
い
食

事
が
と
れ
る
の
で
す
。
食
事
は
大

事
で
す
。
体
の
栄
養
だ
け
で
な
く
、

心
が
落
ち
着
い
た
り
活
力
が
わ

い
た
り
し
ま
す
。
家
族
の
こ
と
を

考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
ス

ト
ッ
ク
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　
　
　
　
（
津
野
町
女
性
消
防
隊)

防
災
ち
ょ
っ
と
ひ
と
こ
と

―

 

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

 
―

　
　

任
期
満
了
（
６
月
30
日
）に
伴

う
津
野
町
議
会
議
員
選
挙
が
６

月
15
日
に
告
示
さ
れ
、
12
名
が

立
候
補
し
、
６
月
20
日
に
町
内

20
か
所
の
投
票
所
で
一
斉
に
投

票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結

果
、
10
名
の
町
民
代
表
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
　

前
回
、
平
成
29
年
６
月
18
日

に
執
行
し
た
投
票
率
の
合
計
比

較
で
は
、
0.23
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ



夏
休
み
を
利
用
し
て
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
　
近
隣
の
医
療
機
関
は
左
ペ
ー
ジ
上
段
に
あ
り
ま
す
。

※日本脳炎については、積極的勧奨の差し控えにより、予防接種を受ける機会を逸したお子さん（平成
19年4月1日以前に生まれた方）の接種可能期間は20歳未満となります。紛失等で予診票の再交付が
必要な場合は総合保健福祉センター(里楽)までご連絡ください。



○
集
団
接
種
会
場

　
　

津
野
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
里
楽
）

〇
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　

８
月
３
日
（
火
）か
ら
順
次

開
始

○
対
象
者

　
　

津
野
町
に
住
民
票
の
あ
る
12

歳
以
上
で
接
種
を
希
望
す
る
方

○
接
種
順
位

　
　

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
年

齢
の
高
い
方
か
ら
順
に
接
種
日

時
を
決
定
し
ま
す
。
決
定
後
に
接

種
券
、
予
診
票
並
び
に
日
時
の
お

知
ら
せ
等
を
送
付
し
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　（
65
歳
未
満
）
希
望
調
査

　
　

先
月
実
施
し
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
希
望
調
査
に
つ
い
て
、
提
出
忘

れ
の
方
や
、
接
種
希
望
の
変
更
が

あ
る
方
は
電
話
で
も
受
け
付
け

を
し
て
お
り
ま
す
。
健
康
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
職
域
接
種
等
に
つ
い
て

　
　

企
業
や
大
学
等
に
お
い
て
接

種
を
さ
れ
る
方
は
接
種
会
場
で

接
種
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
入
院
中
、
入
所
中
で
住

所
地
以
外
の
医
療
機
関
や
施

設
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る

方
、
基
礎
疾
患
で
治
療
中
の
医

療
機
関
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
る
方
、
単
身
赴
任
や
学
校
に

よ
り
お
住
ま
い
が
住
所
地
と
異

な
る
方
等
も
接
種
の
際
は
津
野

町
が
発
行
す
る
接
種
券
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
健
康
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

健
康
福
祉
課
（
里
楽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡　

大
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

55-

２
１
５
１

８
月
以
降
の
津
野
町
の

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種

65

歳
未
満
の
方
・
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方

令和3年度高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種のお知らせ（再）



介
護
保
険
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
る

よ
う
分
か
ら
ん
？
「
介
護
保
険
」（
最
終
回
）

　
　
「
介
護
保
険
」に
つ
い
て
、
４
回

に
わ
た
り
「
制
度
の
こ
と
」「
保

険
料
の
こ
と
」「
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と

」
に
つ
い
て
お
話
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
で
最
終
回
と
な
り
、
介

護
保
険
制
度
の
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

全
国
の
市
町
村
ご
と
に
高
齢

者
等
の
保
健
福
祉
及
び
介
護

施
策
の
方
向
性
や
取
り
組
み
を

示
す
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
」
と

い
う
も
の
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

津
野
町
も
同
様
で
、
そ
の
計

画
で
は
、
基
本
的
な
方
向
性
と

し
て
「
高
齢
者
が
元
気
で
自
分

ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
を
目
指
し
て
」
と
い
う
将

来
像
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
言
い
換

え
れ
ば
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る
こ
と
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

核
家
族
化
の
進
行
な
ど
に
よ

り
、
一
昔
前
と
は
家
族
形
態
が

様
変
わ
り
し
、
家
族
だ
け
の
介

護
は
難
し
い
時
代
で
す
。
そ
の
た

め
に
介
護
保
険
制
度
を
利
用
し

ま
す
が
、
介
護
保
険
や
医
療
と

言
っ
た
「
公
助
・
共
助
」
だ
け
で
な

く
、
地
域
に
よ
り
支
え
合
う
「
互

助
」
、
ご
自
身
で
健
康
管
理
や
介

護
予
防
に
取
り
組
む
「
自
助
」
が

連
携
し
た
取
り
組
み
の
で
き
る

地
域
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
　

日
本
全
体
及
び
津
野
町
に
お

い
て
も
人
口
が
減
少
し
、
出
生
数

も
減
り
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

各
世
代
で
取
り
組
め
る
こ
と
は

異
な
り
ま
す
。
高
齢
者
の
方
な

ら
、
い
つ
ま
で
も
自
分
で
ご
飯
を

食
べ
、
自
分
の
足
で
歩
き
、
趣
味

な
ど
を
楽
し
み
、
自
分
ら
し
く
生

き
て
い
く
た
め
の
人
生
設
計
を

考
え
た
り
、
若
い
方
な
ら
、
自
分

が
高
齢
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
理

解
し
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら

れ
る
よ
う
考
え
る
こ
と
が
大
事
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
と

っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
介
護

保
険
制
度
で
す
が
、
税
金
や
保

険
料
に
よ
り
賄
わ
れ
る
財
源
の

確
保
、
制
度
を
支
え
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
の
人
材
確
保
は
、

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
制
度
が
継
続

し
て
い
く
た
め
に
は
「
ご
自
身
が

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
こ

と
」
が
一
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま

す
。

　
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
　

介
護
福
祉
課　

阿
部　

学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62-

２
３
１
３

　
　

６
月
24

日
（
木
）
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
（
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
）の
第
１
回
再
研
修
が
津
野

町
役
場
の
西
庁
舎
に
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
研
修
を

受
け
ま
し
た
。

　
　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
口

腔
機
能
の
衰
え
の
こ
と
で
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
そ
の
ま

ま
放
っ
て
お
く
と
『
食
べ
る
機

能
の
障
害
』
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。

　
　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
、
自

分
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
お
口
の
ケ
ア
を
す
る
（
歯
み

が
き
、
舌
み
が
き
）

②
食
事
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

る
（
主
食
・
主
菜
・
副
菜
が
そ

ろ
っ
た
食
事
）

③
歯
の
健
診
に
行
く
、
お
口
の

体
操
を
す
る

　
　

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
上
の
献
立
は
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
葉
山
東
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

〈
食
改
の
窓
〉「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」



オ
レ
ン
ジ
コ
ラ
ム
⑤

〜
も
っ
と
身
近
に
認
知
症
〜

　
　

認
知
症
の
症
状
と
い
う
と
、

何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
は
あ
り
ま
す
が

大
き
く
は
中
核
症
状
と
周
辺
症

状
の
２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

【
認
知
症
の
症
状
】

中
核
症
状　

認
知
症
の
原
因
と

な
る
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
に
よ
り
、

脳
の
働
き
が
低
下
し
て
起
こ
り
、

治
す
こ
と
が
難
し
い
も
の

・
も
の
ご
と
を
思
い
出
せ
な
い
、

覚
え
ら
れ
な
い

・
時
間
や
場
所
が
わ
か
ら
な
く

な
る

・
判
断
力
、
理
解
力
、
思
考
力
な

ど
が
低
下
す
る

周
辺
症
状　

中
核
症
状
を
も
と

に
、
本
人
の
性
格
や
価
値
観
、
環

境
な
ど
の
影
響
か
ら
お
こ
る
行

動
や
心
理
面
の
症
状

（
周
り
の
接
し
方
や
、
服
薬
な
ど

に
よ
り
改
善
が
期
待
で
き
る)

・
無
気
力
に
な
る

・
物
が
盗
ら
れ
た
な
ど
の
妄
想

・
徘
徊

・
怒
り
っ
ぽ
い
、
怒
鳴
る

・
な
か
な
か
寝
付
か
な
い

・
幻
覚

【
接
し
方
の
ヒ
ン
ト
】

①
　
　
気
持
ち
に
よ
り
添
い
、
自

尊心
を
傷
つ
け
な
い

　
　

一
見
、
理
解
し
が
た
い
と
思
わ

れ
る
言
動
は
、
本
人
に
と
っ
て
、
そ

う
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

そ
う
し
た
方
が
よ
い
と
思
っ
た
結

果
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
、
本
人
な

り
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し

て
そ
の
よ
う
な
言
動
を
す
る
の
か
、

理
由
を
考
え
な
が
ら
本
人
の
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
怒
る
、
頭
ご
な

し
の
否
定
、
誤
り
を
正
す
、
子
ど

も
扱
い
す
る
な
ど
の
対
応
は
、
本

人
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
や
す
く
、

理
解
し
が
た
い
言
動
を
助
長
さ

せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

②
　
　
本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ

る
　
　

人
と
接
す
る
と
き
、
相
手
の

感
情
や
雰
囲
気
は
目
に
見
え
な

く
と
も
伝
わ
り
ま
す
。
時
間
が
か

か
っ
て
も
焦
ら
せ
た
り
急
が
せ
た

り
す
る
こ
と
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と

本
人
の
よ
う
す
を
見
な
が
ら
対

応
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
難
し
く
感

じ
る
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
穏
や

か
な
関
わ
り
を
築
く
こ
と
は
、
本

人
や
介
護
者
の
負
担
を
少
な
く

す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

③
　
　
話
す
と
き
は
ゆ
っ
く
り
、
一

つ
ず
つ

　
　

一
度
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
話

す
と
混
乱
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
話
す
と
き
に
は
『
ゆ

っ
く
り
』『
ひ
と
つ
ず
つ
』『
わ
か
り

や
す
い
』
話
し
方
を
心
が
け
て
み

ま
し
ょ
う
。

④
　
笑
顔
で
に
こ
や
か
に
接
す
る

　
　

感
情
は
、
長
く
心
に
残
る
も

の
で
す
。
そ
し
て
笑
顔
は
誰
も
が

心
地
よ
く
感
じ
る
も
の
で
す
。
笑

顔
で
、
時
に
う
な
ず
き
を
ま
じ
え
、

相
手
の
目
を
見
て
、
思
い
や
り
の

あ
る
接
し
方
を
す
る
こ
と
で
、
お

互
い
に
気
持
ち
よ
く
す
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
　

認
知
症
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状

も
、
少
し
視
点
を
か
え
た
関
わ

り
方
で
乗
り
こ
え
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
認
知
症
の
診
断
を
も
っ

て
、
そ
の
人
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
お
互
い

を
尊
重
し
た
、
か
わ
ら
ぬ
お
つ
き

あ
い
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

介
護
福
祉
課　

　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

池　
　
　

香
・
山
﨑　

亜
倫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62-

２
３
１
７



　
　

７
月
１
日(
木)

保
護
司
か
ら

津
野
町
長
に
内
閣
総
理
大
臣
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
後
、
町
内
を

広
報
車
で
巡
回
し
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」の
啓
発
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

※
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と

は
　
　

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
犯
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

　
　

ど
う
し
て
犯
罪
や
非
行
が
起

き
て
し
ま
う
の
か
、
安
全
で
安
心

な
暮
ら
し
を
か
な
え
る
た
め
に
、

今
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、

そ
し
て
、
自
分
に
は
何
が
で
き
る

の
か
、
皆
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
　
　
　
　
（
町
民
課　

又
川　

知
実)

　
　

Ｐ
ａ
ｙ
‐ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）な

ら
、
自
宅
や
外
出
先
か
ら
、
夜
間

や
休
日
で
も
納
付
が
で
き
便
利

で
す
。

　
　

納
付
書
の
左
側
に
記
載
さ
れ

て
い
る
「
収
納
機
関
番
号
」「
納

付
番
号
」「
確
認
番
号
」を
Ｐ
ａ
ｙ

‐ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）
対
応
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
ま
た
は
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ

の
画
面
に
入
力
す
る
だ
け
で
納

付
で
き
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
複
数

の
銀
行
に
対
応
し
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
西
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
‐
８
７
５
‐
１
７
１
７

ご
存
知
で
す
か
？　　

津
野
町
在
宅
介
護
者
手
当

　
　

津
野
町
で
は
、
家
庭
に
お
い

て
常
時
介
護
を
要
す
る
方
の
介

護
者
の
方
を
応
援
し
、
そ
の
労

に
報
い
る
と
と
も
に
、
家
族
の
絆

を
深
め
、
介
護
負
担
の
軽
減
を

図
り
社
会
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
津
野
町

在
宅
介
護
者
手
当
を
支
給
し
て

お
り
ま
す
。

　
　

対
象
と
な
る
方
、
支
給
額
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
対
象
者

　
　

津
野
町
に
住
所
を
有
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
を

在
宅
で
常
時
介
護
さ
れ
て
い
る

方①
重
度
身
体
障
害
児
・
者
で
障

害
程
度
区
分
「
４｣

｢

５｣
｢

６
」の

方
ま
た
は
相
当
程
度
の
方

②
重
度
知
的
・
精
神
障
害
児
・

者
で
障
害
程
度
区
分｢

４｣
｢

５｣

｢

６｣

の
方
、
ま
た
は
相
当
程
度
の

方③
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
要
介

護
認
定
「
４｣

｢

５
」の
方

●
支
給
額

　
　

月
額
１
０
’
０
０
０
円

　
　

(

月
10
日
以
上
在
宅
介
護
を

し
た
月
数
分
支
給
）

●
支
給
月

　
　

年
２
回
（
９
月
、３
月
）

●
申
請
書
類

①
申
請
書
（
申
請
す
る
方
は
介

　
　

護
す
る
方
に
な
り
ま
す
）

②
振
り
込
み
口
座
届
出
書
（
介

　
　

護
す
る
方
本
人
の
口
座
）

③
在
宅
介
護
者
手
当
に
関
す
る

　
　

意
見
書（
地
区
の
民
生
委
員
さ

　　

ん
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
）

④
左
記
の
い
ず
れ
か

〈
介
護
を
受
け
て
い
る
方
が
〉

・
重
度
身
体
障
害
児
・
者
の
場
合

　
　

障
害
程
度
区
分
「
４｣

｢

５
」

「
６
」の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証

・
重
度
知
的
・
精
神
障
害
児
・
者

の
場
合

　
　

障
害
程
度
区
分
「
４｣

｢

５
」

「
６
」の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
証

・
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
場
合

　
　

要
介
護
「
４｣

｢

５
」の
介
護
保

険
認
定
被
保
険
者
証

●
申
請
手
続
き

　
　

申
請
は
本
庁
窓
口
・
里
楽
・

西
庁
窓
口
の
３
カ
所
で
随
時
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

介
護
福
祉
課　

山
﨑　
　

亜
倫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62-

２
３
１
３

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

年
金
だ
よ
り

納
付
書
で
の
お
支
払
い
な
ら

Ｐ
ａ
ｙ
‐ｅ
ａ
ｓ
ｙ

　
　
　
　
　
（
ペ
イ
ジ
ー
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

便
利
で
す
！

町
長
と
懇
談

町
長
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達



医療機関で受ける女性がん検診の助成

　　医療機関で受ける女性がん検診の費用を助成する『がん検診（個別）受診券』を

７月下旬に対象の皆さまにお送りいたしました。

　　女性がん検診は、医療機関での検診と町の集団検診どちらかをあなたのライフ

スタイルに合わせて選んでいただけます。　　

　　ご自身の健康のため、２年に１回女性がん検診を受けましょう。

【医療機関で受ける個別受診】

子宮頸がん検診 乳がん検診

対象者
20～68歳の

偶数年齢の方

40～68歳の

偶数年齢の方

自己負担料金 1,000円
40～48歳　1,200円

50～68歳　  900円   

受診方法

高知県内の契約医療機関で受けることができます。

希望する医療機関へ直接予約申し込みしてください。

（受診券送付時に契約医療機関一覧表もお送りさせていただきます） 

受診券有効期限 令和３年８月１日～令和４年２月28日

　
　

令
和
２
年
度
に
実
施
い
た
し
ま

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
保
険
税
（
料
）の

減
免
に
つ
い
て
令
和
３
年
度
も
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
世
帯
の
生
計
維
持
者
の
所

得
が
減
少
し
た
場
合
、
申
請
い
た

だ
く
こ
と
で
令
和
３
年
度
保
険
税

（
料
）
が
減
額
又
は
免
除
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
減
免
の
対
象
と
な
る
保
険
税

（
料
）
】

　
　

国
民
健
康
保
険
税

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　

介
護
保
険
料

【
対
象
と
な
る
方
】

１.  

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者

が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
り
、
重
篤

な
傷
病
を
負
っ
た
場
合

２.  

主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業

収
入
、
不
動
産
収
入
、
山
林
収
入

又
は
給
与
収
入
の
減
少
が
見
込

ま
れ
、
次
の
①
か
ら
③
ま
で
に
該

当
す
る
場
合

①
事
業
収
入
等
の
い
ず
れ
か
の　

減
少
額
（
保
険
金
、
損
害
賠　

償

等
に
よ
り
補
填
さ
れ
る
べ　

き
金

額
を
控
除
し
た
額
）
が　

前
年
の

当
該
収
入
等
の
額
の　

10

分
の
３

以
上

②
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

　

１
’
０
０
０
万
円
以
下
（
介　

護

保
険
料
は
除
く
）

③
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ　

る
事
業
収
入
等
に
係
る
所
得　

以

外
の
前
年
の
所
得
の
合
計　

額
が

400

万
円
以
下

【
相
談
窓
口
】

■
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　

町
民
課　
　

☎
55-

２
３
１
４

■
介
護
保
険
料

　
　
　
　

介
護
福
祉
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62-

２
３
１
３

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
保
険
税
及
び
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
へ



賑
や
か
な
集
落
、
床
鍋

津
野
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

　
　

床
鍋
地
区
を
拠
点
に
地
域

活
性
化
に
取
り
組
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
蛭
田
で
す
。

　
　

皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
た
い
ニ
ュ

ー
ス
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
は
、
床
鍋
地
区
で
新
た
に

観
光
用
の
鶏
を
飼
い
始
め
た
こ

と
で
す
。
津
野
町
内
の
方
か
ら
有

精
卵
や
孵
卵
器
を
譲
っ
て
い
た
だ

き
、
自
ら
の
手
で
孵
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
人
間
の
手
で

孵
し
た
こ
と
も
あ
り

と
て
も
人
懐
っ
こ
く
、

腕
を
出
し
た
ら
飛
び

乗
っ
て
く
る
こ
と
さ
え

あ
り
ま
す
。
最
近
動

物
と
触
れ
合
っ
て
な

い
な
、
子
ど
も
に
動

物
と
の
触
れ
合
い
を

提
供
し
た
い
な
、
と
い

う
方
は
ぜ
ひ
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

　
　

も
う
１
つ
は
、
床
鍋

地
区
に
よ
く
出
入
り

し
て
い
る
大
学
生
た

ち
の
紹
介
で
す
。
津

野
町
を
面
白
が
っ
て

よ
く
顔
を
出
し
て
く

れ
て
お
り
「
と
っ
と
こ

鍋
太
郎
」
と
い
う
Ｙ
ｏ

ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
情
報
発
信
を
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
Ｙ

ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
見
る

環
境
が
整
っ
て
い
る
方
に
は
、
ぜ

ひ
彼
ら
の
活
動
も
見
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

賑
や
か
な
床
鍋
に
、
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。　　

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛭
田　

彩
人
）

　
　
　

企
画
調
整
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
55
‐
２
３
１
１

ド
ロ
ー
ン
飛
ば
し
た
よ
！

中
央
小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験

　
　

７
月
８
日
（
木
）
中
央
小
学

校
の
４
年

生
か
ら
６
年

生
が
、

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
体
験
し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
小
学
校
学
習

指

導

要

領
の
総

則
に
お
い
て

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
な

が
ら
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
意
図

し
た
処
理
を
行
わ
せ
る
た
め
に

必
要
な
論
理
的
思
考
力
を
身

に
着
け
る
学
習
」
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　

今
回
の
体
験
活
動
は
、
高
知

市
の
福
留
開
発
さ
ん
と
、
津
野

町
の
高
橋
建
設
さ
ん
の
ご
協
力

で
実
現
し
ま
し
た
。

　
　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
体

育
館
で
、
距
離
や
角
度
を
測
り
、

数
字
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て

ア
プ
リ
に
打
ち
込
ん
で
、
実
際

に
ド
ロ
ー
ン
を
動
か
し
ま
し
た
。

フ
ラ
フ
ー
プ
の
輪
の
中
を
飛
ば

す
の
は
難
し
く
、
何
回
か
や
り

直
し
ま
し
た
が
、
う
ま
く
飛
ん

だ
時
は
大
喜
び
で
し
た
。

　
　

ま
た
、
土
木
工
事
現
場
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
も
教
え
て

も
ら
い
、
と
て
も
貴
重
な
体
験

と
な
り
ま
し
た
。



高
知
県
立
地
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
同
企
業
説
明
会

　　
　

来
場
型
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

を
併
用
し
た
合
同
企
業
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
企
業
の

採
用
担
当
者
に
よ
る
企
業
説
明

の
ほ
か
、
企
業
個
別
ブ
ー
ス
で
の

詳
細
な
説
明
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
　

求
職
中
の
方
を
は
じ
め
、
学

生
や
そ
の
保
護
者
の
方
な
ど
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
　

な
お
、
会
場
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
消

毒
液
や
飛
沫
防
止
間
仕
切
り
の

設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
７
日
（
火
）

13
時
〜
16
時
（
受
け
付
け
開
始

12
時
30
分
〜
）

【
場
所
】
土
佐
市
文
化
複
合
施

設
つ
な
ー
で
（
土
佐
市
高
岡
町

乙
３
４
５
１-

１
）

【
お
申
し
込
み
】
参
加
申
し
込
み

不
要
（
た
だ
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
）

【
参
加
費
】
無
料

【
そ
の
他
】
履
歴
書
不
要
、
入
退

場
自
由
、
服
装
自
由
、
無
料
駐

車
場
有

　
　

参
加
企
業
の
情
報
や
そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
知
県
庁
企

業
誘
致
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　　

　
　

高
知
県
庁　

企
業
誘
致
課　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇
・
越
智
・
深
瀬

 
　
　
☎
０
８
８-

８
２
３-

９
８
８
１

○
放
送
大
学
は
、
２
０
２
１
年

10
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

○
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

○
テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業
だ
け
で

な
く
、
学
生
は
授
業
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受

講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
約
300
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位

を
取
得
で
き
ま
す
。

○
放
送
授
業
１
科
目
の
授
業

料
は
１
万
１
千
円(

入
学
金
は

別)

。
半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目

分
だ
け
の
授
業
料
を
払
う
シ
ス

テ
ム
で
す
。

○
半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

○
全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と

い
え
る
学
習
セ
ン
タ
ー
や
サ
テ

ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

○
資
料
を
無
料
で
差
し
あ
げ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大

学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

８
８
‐
８
４
３
‐
４
８
６
４
）
ま
で

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

○
出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
８

月
31

日
ま
で
、
第
２
回
が
９
月

14
日
ま
で
。

あ
な
た
の
就
職
応
援
し
ま
す

放
送
大
学

　
　
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
　

皆
さ
ま
の
地
域
で
活
動
し
て

い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
等
を
つ

な
ぐ
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　
　

今
回
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
活
動
の
う
え
で
も
大
切

な
「
情
報
収
集
」
に
つ
い
て
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地

域
で｢

民
生
児
童
委
員
協
議
会｣

と
い
う
チ
ー
ム
を
作
り
、
月
１
回

の「
定
例
会
」
と
い
う
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
委
員
が
活
動
の
中
で
知
っ

た
こ
と
や
、
役
場
な
ど
か
ら
の
情

報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
ひ
と

り
で
対
応
で
き
な
い
こ
と
な
ど
は
、

チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
協
力
し
あ
っ

て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
困
り
ご
と

や
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

子
育
て
や
介
護
の
悩
み
、
心

配
ご
と
、
仕
事
や
家
族
関
係
の

こ
と
な
ど
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
相
談
し
た
い
と
き
は
、
直
接

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お

住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
方
は
、
介
護
福
祉
課
又
は
社

会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

介
護
福
祉
課　

溝
渕　

敏
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62-

２
３
１
３

　
　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

昌
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
55-

２
１
１
５

『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
』の
活
動

定
例
会
　
〜
委
員
ど
う
し
の
情
報
交
換
〜



●
全
国
で
１
年
間
に
出
る
ゴ

ミ
の
量
は
な
ん
と
４
’
２
７
４

万
ト
ン(

東
京
ド
ー
ム
約
1 1 5

杯

分)

！
（
環
境
省 

令
和
３
年
３

月
報
道
発
表
資
料
よ
り
）

　
　

津

野

町
で
も

年

間

約
１
’

４
７
６
ト
ン
の
ゴ
ミ
が
出
て
い

ま
す
。（
令
和
２
年
度
）

●
令
和
２
年
度
ゴ
ミ
処
理
費

用
は
な
ん
と
・
・
・
約
１
億
２
’

２
０
０
万
円(

収
集
に
か
か
る

費
用
等
含
む)

　
　

こ
の
う
ち
約
１
’
５
０
０
万

円
は
、
皆
さ
ん
に
購
入
い
た
だ

い
た
ゴ
ミ
袋
や
粗
大
ゴ
ミ
の
収

集
手
数
料
で
負
担
し
て
お
り
ま

す
が
、
差
引
約
１
億
7 0 0
万
円
の

多
く
は
皆
さ
ま
か
ら
の
税
金
を

充
て
て
い
ま
す
。

●
こ
の
ま
ま
ゴ
ミ
が
増
え
る

と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

（
１
）
地
球
温
暖
化
が
進
む

　
　

ゴ
ミ
を
燃
や
す
時
に
出
る

二
酸
化
炭
素
に
よ
っ
て
温
暖
化

が
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

（
２
）
処
理
費
用
が
増
加
す
る

●
ゴ
ミ
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し

ょ
う
か
？

３
Ｒ
を
心
掛
け
る

①
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　
　

な
る
べ
く
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。

②
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ（
リ
ユ
ー
ス
）

　
　

使
い
終
わ
っ
た
も
の
を
捨
て

な
い
で
、
も
う
一
度
使
う
こ
と
。

③
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
リ
サ
イ
ク

ル
）

　
　

資
源
ご
み
を
も
う
一
度
使

え
る
資
源
に
し
て
使
う
こ
と
。

★
み
ん
な
で
取
り
組
も
う
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
！

　

毎
日
の
生
活
で
ど
う
し
て
も

出
て
し
ま
う
ゴ
ミ
で
す
が
、
ゴ

ミ
を
分
別
を
す
れ
ば
新
し
い

資
源
に
生
ま
れ
変
わ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
分
別
し
て
出
す

こ
と
も
リ
サ
イ
ク
ル
の
ひ
と
つ

で
す
。

【
お
願
い
】

①
可
燃
ゴ
ミ
の
中
に
、
は
さ
み

等
の
不
燃
物
が
混
入
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
処
理
機

械
の
故
障
に
繋
が
る
等
の
さ
ま

ざ
ま
な
不
具
合
が
生
じ
ま
す

の
で
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

②
紙
類
の
収
集
箇
所(

津
野

町
役
場
本
庁
舎
、
西
庁
舎)

に

お
い
て
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
な

ど
収
集
品
目
で
な
い
も
の
が

混
入
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
新
聞
、
雑
誌
、
チ
ラ
シ
、
本
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
以
外
は
絶
対
に

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

産
業
課  

久
保　

佑
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
55ｰ

２
０
２
１

　
　

８
月
下
旬
か
ら
町
内
の
飲
食

店
で
使
え
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

お
食
事
券
（
津
野
町G

o
 

G
o
 

E
a
t

食
事
券
）の
販
売
が
始
ま
り

ま
す
。

　
　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
８
月
の

全
戸
配
布
チ
ラ
シ
に
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　
　

な
お
利
用
で
き
る
お
店
と
し

て
加
盟
を
希
望
さ
れ
る
飲
食
店

は
津
野
町
商
工
会
（
☎
55-

２
０

３
４
）に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

条
件
は
店
内
飲
食
が
可
能
な

飲
食
店
で
す
。（
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

専
門
店
は
不
可
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
　
　

産
業
課　

石
川　

敬
人　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
55-

２
０
２
１

プ
レ
ミ
ア
ム
付
お
食
事
券
を

販
売
し
ま
す
！



◆
就
農
に
関
す
る
個
別
相
談

　
　

直
接
お
会
い
し
て
の
面
談
の

ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
面
談

な
ど
も
対
応
可
能
で
す
。
Ｊ
Ａ
ま

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
農
業
体
験
（
梼
原
町
に
て
）

　
　

梼
原
町
で
栽
培
す
る
品
目
の
作

業
体
験
や
生
活
支
援
策
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明

（
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

中
止
）

◆
各
種
支
援
策

①
農
業
の
経
営
開
始
前
（
栽
培
技

術
の
習
得
研
修
な
ど
）に
関
す
る
支

援例
【
国
】
農
業
次
世
代
人
材
投
資

事
業（
準
備
型
）

　
　
【
県
】担
い
手
支
援
事
業

②
農
業
の
経
営
開
始
後
に
関
す
る

支
援

例
【
国
】
農
業
次
世
代
人
材
投
資

事
業（
経
営
開
始
型
）

　
　

こ
れ
ま
で
、
ま
っ
た
く
農
業
の
経

験
が
無
い
方
で
も
、
栽
培
研
修
な
ど

に
対
す
る
各
種
支
援
策
を
準
備
し

て
い
ま
す
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
検

索
可
能
で
す
）。

　
　

ま
た
、
支
援
策
を
活
用
す
る
際
に

は
要
件
な
ど
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

津
野
山
地
域
営
農
連
絡
協
議

会
（
輝
く
農
業
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
）

◆
Ｊ
Ａ
高
知
県
高
西
地
区
津
野
山

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
氏
原
・
井
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62
‐
２
３
３
５

◆
梼
原
町
産
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
村
・
宮
岡
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
65
‐
１
２
５
０

◆
津
野
町
産
業
課
（
池
・
石
田
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
55
‐
２
０
２
１

◆
須
崎
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
農
業

改
良
普
及
課（
横
山
・
小
澤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

☎
42
‐
３
２
５
５

農
業
に
就
く
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
体
制

　高知県農業経営相談センターは、農業版のよろず支援拠点として、農家の皆さまが課題への自助努力されてい

る取り組みに対して、専門的見地から診断や助言を行っている経営相談所です。以下のような流れで支援してお

ります。規模拡大に向けた集積や補助事業の相談なども受け付けております。相談は無料ですので、お気軽にお

問い合わせください。

農業の悩みを無料で相談できます！　～高知県農業経営相談センターのご案内～

　経営継承、雇用労務、事業計画、栽培技術、６次産業化及び法人化などの

課題をご相談ください。

　センターは課題に応じた専門家の意見を聞きながら、経営支援計画を作成

して支援チームを編成します。

　必要に応じて税理士、司法書士、社会保険労務士あるいは経営コンサルタ

ントなどの専門家を派遣します。

　助言を基に、自分自身で経営の改善・強化に取り組んでいただきます。センターは必要に応じて、支

援計画の見直しや次回の専門家派遣の必要性などを決めます。  

S T E P１

ST E P２

ST E P３

ST E P４

相談

支援計画の作成

専門家の派遣

経営改善の実践



森
林
に
関
す
る
諸
手
続
き
の
お
知
ら
せ

森
林
を
伐
採
す
る
際
に
は
、
届
出

又
は
申
請
を
お
願
い
ま
す

　

森
林
を
伐
採
（
間
伐
、
皆
伐
）

す
る
際
に
は
、
た
と
え
自
分
の
山

で
も
法
律
に
よ
り
届
出
や
許
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
森
林
の
土
地
の
移
動
の
際

に
は
、
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

　
　

新
た
に
森
林
の
土
地
（
山
林
・

保
安
林
）
の
所
有
と
な
っ
た
方

は
、
森
林
法
第
10

条
の
７
の
２
に

よ
り
、
市
町
村
長
へ
の
事
後
届

出
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出

制
度
】

■
届
出
対
象
者

　
　

売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林

の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
方

は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
か

つ
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
提
出

し
て
い
る
方
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

■
届
出
期
間

　
　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項

　
　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前

所
有
者
の
住
所
氏
名
、
所
有
者

と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移

転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・

面
積
と
と
も
に
、
土
地
の
用
途

等
を
記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類

と
し
て
、
登
記
事
項
証
明
書
（
写

し
も
可
）
又
は
土
地
売
買
契
約

書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と

が
分
か
る
書
類
の
写
し
、
土
地
の

位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

■
「
伐
採
届
」

　
　

森
林
が
「
山
林
」の
場
合
は
森

林
の
所
在
地
の
市
町
村
長
に

「
伐
採
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
伐
採
届
に
は
次
の
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

①
森
林
経
営
計
画
に
搭
載
さ

れ
て
い
る
場
合

　
　

事
後
届
出
で
構
い
ま
せ
ん
。

　
　

当
該
行
為
後
の
30
日
以
内
に

市
町
村
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
森
林
法
第
15
条
）

②
森
林
経
営
計
画
に
搭
載
さ

れ
て
い
な
い
場
合

　
　

事
前
届
出
の
必
要
が
あ
り
ま

す
。
伐
採
す
る
日
の
30
日
か
ら

90
日
前
ま
で
に
市
町
村
長
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
森
林
法
第

10
条
の
８
）

■
「
許
可
申
請
」

　
　

森
林
が
「
保
安
林
」に
指
定
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
森
林
経
営

計
画
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

「
伐
採
届
」で
は
な
く
「
許
可
申

請
（
事
前
申
請
）
」
に
よ
り
県
知

事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
森
林
法
第
34
条
）

※
違
法
伐
採
対
策
に
と
も
な
い

伐
採
木
を
原
木
市
場
に
出
す
場

合
「
合
法
伐
採
証
明
」
が
必
要
で

す
。
こ
の
「
合
法
伐
採
証
明
」
と

な
る
も
の
が
「
伐
採
届
」
に
よ
る

手
続
き
で
す
。（
保
安
林
の
場
合

は
、
許
可
申
請
に
よ
る
手
続
き

と
な
り
ま
す
）

　
　

立
木
を
伐
採
し
て
市
場
で
売

る
場
合
、
木
を
切
る
際
、
必
ず
伐

採
届
あ
る
い
は
伐
採
許
可
申
請

の
手
続
き
を
行
う
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
再
造
林
の
補
助
事
業

の
際
に
も
、
こ
の
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
場
合
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

■
届
出
対
象
者

　
　

森
林
所
有
者

※
伐
採
者
が
森
林
所
有
者
と
異

な
る
場
合
は
、
森
林
所
有
者
と

伐
採
者
の
連
名
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
届
出
事
項

　
　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
森

林
の
所
在
場
所
、
伐
採
の
計
画
、

伐
採
後
の
造
林
の
計
画
等
を
記

載
し
ま
す
。
伐
採
者
が
森
林
所

有
者
と
異
な
る
場
合
に
は
、
契

約
書
等
の
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
等
が

必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

産
業
課
林
業
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
元　

ひ
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田　

博
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
55
‐
２
０
２
１

※
保
安
林
に
係
る
許
可
申
請
に

つ
い
て
は
、
須
崎
林
業
事
務
所

振
興
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　　
　
　
　
　

☎
42
‐
２
３
７
１

ク
リ
ー
ン
新
荘
川

　
　
　
　
ご
協
力
の
お
礼

　
　

７
月
４
日
（
日
）
津
野
町
、
須
崎

市
で
構
成
す
る
「
ふ
る
さ
と
新
荘

川
清
流
保
全
協
議
会
」の
呼
び
か

け
で「
ク
リ
ー
ン
新
荘
川
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。　

　
　

津
野
町
で
は
町
内
各
種
団
体

を
は
じ
め
、
各
地
区
よ
り
約
320
名

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
新
荘
川

沿
い
の
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
、
河

川
公
園
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
新

荘
川
流
域
が
き
れ
い
に
な
っ
た
こ

と
を
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
後

と
も
河
川
の
美
化
、
環
境
保
全
の

た
め
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
産
業
課　

石
川　

敬
人)



　
　

今
年
３
月
に
１
回
目
の
開
催
を

し
た
津
野
町
体
験
マ
ル
シ
ェ「
つ
の

つ
ね
づ
ね
」
で
す
が
、
今
月
か
ら
は

２
回
目
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

３
月
開
催
時
も
、
町
内
外
問
わ

ず
大
変
好
評
で
し
た
が
、
今
回
も

新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
加
わ
り
、
全

部
で
16
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
　

や
る
気
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
っ
て

い
る
方
が
た
が
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
場
を
つ
く
り
、
津
野
町

を
誇
り
、
助
け
合
っ
て
い
け
る
町
づ

く
り
を
目
指
す
き
っ
か
け
を
、
こ
の

体
験
マ
ル
シ
ェ
で
つ
く
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

■
期
間
／
令
和
３
年
８
月
１
日
（
日) 　

　
　

〜
９
月
26
日
（
日
）

■
会
場
／
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り

　
　

異
な
る

■
参
加
費
／
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

　
　

り
異
な
る

■
申
し
込
み
方
法
／
各
プ
ロ
グ
ラ

　

ム
実
施
者
に
直
接
連
絡

　
　

詳
し
く
は
７
月
の
全
戸
配
布
冊

子
、
も
し
く
は
津
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
「
つ
の
つ
ね
づ
ね
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　
　
　
　
　
　
（
産
業
課　

久
保
浦　

彩)

　
　
高
知
県
立
林
業
大
学
校
で
は
そ
の
教
育
理

念
や
特
色
を
理
解
し
、
林
業
木
材
産
業
、
木

造
建
築
の
各
分
野
で
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
躍

で
き
る
人
材
を
日
本
全
国
か
ら
受
け
入
れ
ま

す
。

【
受
験
資
格
】

　
　

令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
18
歳
以
上
の

者　

な
ど

【
研
修
期
間
】　

１
年
間

【
研
修
料
】

　
　

年
額
１
３
０
’
６
８
０
円
（
税
込
み
）

各
課
程
紹
介

〔
基
礎
課
程
〕

　
　

林
業
に
携
わ
る
上
で
必
要
な
森
林
・
林
業

等
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、
林
業

現
場
で
即
戦
力
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
目
指

す
人

〔
専
攻
課
程
〕

　
　

■
森
林
管
理
コ
ー
ス

　
　

森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
や
森
林
施
業
プ
ラ
ン

書
の
作
成
な
ど
の
森
林
・
林
業
等
に
関
す
る
専

門
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、
林
業
経
営

の
中
核
を
担
う
こ
と
を
目
指
す
人

　
　

■
林
業
技
術
コ
ー
ス

　
　

高
性
能
林
業
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
架

線
集
材
、
作
業
道
開
設
な
ど
の
効
率
的
な
作

業
シ
ス
テ
ム
等
の
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、
林

業
技
術
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
目
指
す
人

　
　

■
木
造
設
計
コ
ー
ス

　
　

木
造
の
建
築
計
画
・
設
計
の
ス
キ
ル
を
は
じ

め
、
森
林
や
林
業
、
木
材
の
性
質
、
木
質
構
造
、

環
境
性
能
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
至
る
ま

で
幅
広
い
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、
木
材
の
利

用
拡
大
を
目
指
す
人

特
徴

・
最
大
165
万
円
の
給
付
金
制
度
あ
り

・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
林
業
機
械
な
ど
現
場
実
務

で
必
要
と
な
る
各
種
資
格
を
取
得
可
能

・
就
職
活
動
の
一
環
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施

・
研
修
生
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
就
職
支
援
、

こ
れ
ま
で
の
就
職
率
99
％
以
上

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
８
２-

０
０
７
８

　
　

香
美
市
土
佐
山
田
町
大
平
80

　
　

県
立
林
業
大
学
校

☎
０
８
８
７-

52-

０
７
８
４

　
　

０
８
８
７-

52-

０
７
８
８

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

高
知
県
立
林
業
大
学
校
研
修
生
募
集

令
和
４
年
度

0
3

0
2

0
8

＠k
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FAX

「
つ
の
つ
ね
づ
ね
」

　
　
　
　
　
　
ご
予
約
受
付
中
！

森林管理コース５名程度

林業技術コース５名程度

木造設計コース５名程度

森林管理コース５名程度

林業技術コース５名程度

木造設計コース５名程度

★募集人員・日程

募集日程

基礎課程

専攻課程

課　程 選考区分 募集人員

推薦 10名程度

10名程度

（推薦試験）

　　申請期間：令和３年８月27日（金）～９月27日（月）

　　選考日　：令和３年10月16日（土）

（一般前期試験）

　　申請期間：令和３年10月18日（月）～11月12日（金）

　　選考日　：令和３年11月27日（土）

（推薦試験）

　　申請期間：令和４年１月17日（月）～２月４日（金）

　　選考日　：令和４年２月19日（土）    

一
般

前期

後期

推薦

一
般

前期

後期

※後期試験は前期試験で合格者が募集人員に達した場合には実施しません。



　　間伐を行うと、暗い森林に光が入り、災害などにも強い健全な、資産価値の高い森林に育っていきます。

　　間伐された木材を積極的に利用していくことで、皆さんの収入にもつながります。先代から受け継いできた

大切な森林を守り育て、次世代につなぐために次の支援制度がありますので、活用しながら間伐を進めまし

ょう。 

①　施業を集約化し、間伐等をする場合の補助事業　【国庫補助事業】 

　「森林経営計画」は、森林所有者又は委託を受けた森林組合や林業事業体が作成する５年間の育林、造林計

画です。 

　　計画作成及び計画に参加したい方は、次ページのお問い合わせ先にご相談ください。

☆国庫補助事業に対する県嵩上げ事業（県単独事業）

☆国庫補助事業等に対する町嵩上げ事業（町単独事業）

②　伐採後の山への再造林、シカ防護ネット及び下刈りに対する補助事業【国県補助事業】 

新規事業



③　自分で自分の山を手入れする場合の補助事業【県補助事業】

④　林業後継者を育成する場合の補助事業【町単独事業】 

⑤　森林の路網整備に関する補助事業【町単独事業】

新規事業

※上記の事業については条件もありますので、１度お問い合わせください。

お問い合わせ先

令
和
４
年
度
前
期
、
後
期

　
　
（
一
般
・
社
会
人
）

県
立
農
業
大
学
校

　
　
　
入
校
生
募
集

【
試
験
日
】

　
　

前
期　

11
月
26
日
（
金
）

　
　

後
期　

３
月
２
日
（
水
）

　
　

９
時
40
分
〜

　
　
（
９
時
〜
９
時
半
受
け
付
け
）

【
場
所
】
県
立
農
業
大
学
校

【
定
員
】
園
芸
学
科
45
人

　
　
　
　
　
　

畜
産
学
科
５
人

【
出
願
期
間
】

　
　

前
期

　
　

令
和
３
年
11
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
11
月
16
日
（
火
）

　
　

後
期

　
　

令
和
４
年
１
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
２
月
15
日
（
火
）

【
お
申
し
込
み
方
法
】

　
　

郵
送
ま
た
は
持
参

※
必
要
書
類
に
高
知
県
収
入
証

紙
２
’
２
０
０
円
分
を
貼
り
付
け
、

書
類
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）ま

た
は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

【
合
格
発
表
】
10
時

　
　

前
期　

12
月
７
日
（
火)

　
　

後
期　

３
月
９
日
（
水)

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

県
立
農
業
大
学
校

〒
７
８
０
‐
２
１
２
８

吾
川
郡
い
の
町
波
川
２
３
４

☎
０
８
８-

８
９
２-

３
０
０
０

※８月１日（日)、10月３日（日）オープンキャンパスを開催します。

▲詳しくはこちら

試　験 選　考　方　法 対　　象

一　般

募　集

①筆記試験
・必須科目：国語総合（漢文、古文を除く）
・選択科目：「数学㈵」または
　　　　　　「農業と環境」のうち１つ
②面接試験

①高等学校を卒業した者又は卒業見込
みの者
②高等学校卒業程度認定試験に合格し
た者　など

一般募集の要件に加え、６ヶ月以上の就
業経験等を有する者で、本校卒業後に
県内で就農を希望する者

社会人

募　集

①小論文
②面接試験



　
　

町

立

図

書

館
は
こ
の
た
び
、

『
令
和
３
年
度 

子
供

の
読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書

館
』
に
選
ば
れ
、
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

こ
れ
は
、
子
ど
も
が
積
極

的
に
読
書
活
動
を
行
う
意
欲

を
高
め
る
活
動
に
つ
い
て
優

れ
た
実
践
を
行
っ
て
い
る
学

校
、
図
書
館
、
団
体
な
ど
に

対
し
表
彰
を
行
っ
て
い
る
国

の
事
業
で
す
。

　
　

町
立
図
書
館
は
、
館
内
の

イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
セ
カ
ン
ド
ブ

ッ
ク
事
業
、
こ
ど
も
園
で
の

お
は
な
し
会
、
小
中
学
校
で

の
読
み
聞
か
せ
や
移
動
図
書

館
、
学
級
文
庫
や
授
業
支
援

資
料
の
貸
出
、
ス
ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ
、
子
ど
も
司
書
講

座
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

津
野
町
の
子
ど
も
た
ち
と
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

評
価
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
を
励
み
に
、
こ
れ
ま

で
関
わ
っ
て
き
た
子
ど
も
た

ち
が
成
長
し
大
人
に
な
っ
て

か
ら
も
ず
っ
と
利
用
で
き
る
よ

う
な
、
生
活
の
一
部
・
生
涯
学

習
の
場
と
な
る
図
書
館
づ
く
り

に
今
後
も
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

選
ば
れ
ま
し
た
！
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　　　～開館カレンダー～

開館時間：午前10時～午後6時

８月休館日:毎週火曜･祝日･第4金曜

【3･8･10･17･24･27･31日】

　　※８日(日)は祝日のため休館します。

　　　振替休日の9日(月)は開館します。

津
野
町
文
化
協
会
サ
ー
ク
ル
紹
介
　
②

「
葉
山
詩
吟
ク
ラ
ブ
」

　
　

今
月
は
「
葉
山
詩
吟
ク
ラ
ブ
」

の
皆
さ
ん
の
活
動
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

○
活
動
目
的

　

日
本
や
中
国
の
詩
歌
を
通
じ

て
、
先
人
の
想
い
に
触
れ
、
自
己

の
趣
味
と
教
養
を
高
め
、
礼
と

節
を
基
本
に
日
本
の
伝
統
文
化

を
継
承
す
る
こ
と
。
ま
た
、
た
く

さ
ん
の
仲
間
を
得
て
、
豊
か
な
人

生
と
地
域
の
文
化
提
供
に
資
す

る
こ
と
。

○
活
動
内
容

　
　

文
化
祭
・
県
下
及
び
全
国
の

競
吟
大
会
へ
の
参
加
。

　
　

技
術
向
上
を
目
指
し
、
地
域
の

文
化
発
展
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

○
活
動
時
間

　
　

毎
週
木
曜
日

　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

○
活
動
場
所

　
　

里
楽
２
階　
　

研
修
会
議
室

○
所
属
人
数

　
　

部
員
７
名
・
指
導
者
３
名

★
メ
ン
バ
ー
大
募
集
！
★

　
　

詩
吟
と
い
う
と
敷
居
が
高
い

と
思
わ
れ
る
方
が
多
い
で
す
が
、

い
つ
も
笑
い
が
絶
え
な
い
ク
ラ
ブ

で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
体
験
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

◆
葉
山
詩
吟
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

支
部
長　

中
山　

泉　

☎
０
９
０-

７
５
７
２-

１
０
０
３

◆
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
橋　

こ
の
実　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62
‐
２
２
５
８

葉 山 詩 吟クラブ のメンバーです



　
　

最
近
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に

帰
り
た
い
け
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
だ
か
ら
、
帰
れ

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
の
時
は
自
分
の
嬉
し
く
な
る

こ
と
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
、
料
理
す
る

こ
と
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
日
本

で
た
く
さ
ん
の
レ
シ
ピ
が
あ
り
ま

す
。ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
も
独

自
の
レ
シ
ピ
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
の
時
に
こ
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
よ

く
作
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
こ
の
レ

シ
ピ
は
簡
単
で
す
け
ど
、
お
い
し

い
と
思
い
ま
す
。
家
で
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
！

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ビ
ス
ケ
ッ
ト

（N
e
w

　

Z
e
a
l
a
n

d
 

b
is

c
u

it

）

の
作
り
方

　
　

オ
ー
ブ
ン
を
1 8 0

℃
に
予
熱
し

ま
す
。
ト
レ
ー
に
ク
ッ
キ
ン
グ
ペ

ー
パ
ー
を
敷
き
ま
す
。
大
き
な

ボ
ウ
ル
に
バ
タ
ー
と
グ
ラ
ニ
ュ
ー

糖
と
バ
ニ
ラ
エ
ッ
セ
ン
ス
を
入
れ

て
混
ぜ
ま
す
。
次
に
小
麦
粉
と

コ
コ
ア
パ
ウ
ダ
ー
を
ふ
る
い
に
か

け
て
入
れ
、コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
も

入
れ
て
よ
く
混
ぜ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ト
レ
ー
の
上
に
小
さ
じ
大
の

大
き
さ
に
し
て
乗
せ
て
い
き
ま

す
。
フ
ォ
ー
ク
で
優
し
く
押
し
て

少
し
潰
し
て
く
だ
さ
い
。
15

〜

20

分
間
焼
き
ま
す
。
冷
ま
し
て

く
だ
さ
い
。

ア
イ
シ
ン
グ
の
作
り
方

　
　

粉
砂
糖
と
コ
コ
ア
パ
ウ
ダ
ー

を
混
ぜ
ま
す
。
バ
タ
ー
を
加
え

ま
す
。
ナ
イ
フ
や
ス
パ
チ
ュ
ラ
で

混
ぜ
ま
す
。
も
し
固
け
れ
ば
お

湯
を
足
し
て
く
だ
さ
い
。
滑
ら

か
に
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
冷
ま
し
た
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
上

に
乗
せ
て
、
そ
の
上
に
お
好
み

で
く
る
み
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
コ
メ
ン
ト

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
こ

れ
を
ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
い
う
そ
う

で
す
。
日
本
人
な
ら

ク
ッ
キ
ー
と
言
い
そ

う
な
食
感
で
す
。
試

食
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
よ
。
お

家
に
い
る
時
間
が
楽

し
く
な
り
そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
も
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

山
本 

裕
美
）

　
　

食
事
が
す
ん
で
食
器
を
片
づ

け
る
時
、
油
の
皿
は
す
べ
る
し

裏
も
汚
れ
る
か
ら
重
ね
な
い
と

か
、
食
器
を
洗
っ
て
か
ら
拭
く
と

き
は
、
大
き
な
器
は
落
と
し
や

す
い
の
で
台
に
お
い
て
拭
く
こ

と
な
ど
を
子
ど
も
に
教
え
ま
す
。

こ
れ
は
単
に
知
識
や
技
術
を
教

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
仕
事
の

手
順
や
先
を
見
通
す
力
を
伸

ば
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
何

か
料
理
を
作
る
目
的
が
決
ま
れ

ば
計
画
を
立
て
、
材
料
を
買
い

に
行
き
、
使
う
道
具
や
調
味
料

を
準
備
す
る
と
い
う
よ
う
に
、

ど
ん
な
準
備
で
料
理
す
る
の
か

を
言
っ
て
聞
か
せ
ま
す
。

　
　

子
ど
も
に
や
ら
せ
る
と
う
ま

く
で
き
な
い
で
二
度
手
間
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
出
来

栄
え
が
悪
く
て
も
文
句
を
言
わ

ず
に
、
後
で
そ
っ
と
直
し
て
や
り

ま
す
。
お
手
伝
い
は
料
理
だ
け

で
な
く
、
新
聞
や
手
紙
を
取
っ

て
く
る
と
か
、
玄
関
の
履
物
を

そ
ろ
え
る
、
食
後
に
食
器
を
台

所
に
運
ぶ
、
掃
き
掃
除
を
し
た

り
、
ゴ
ミ
を
捨
て
に
行
く
、
洗
濯

物
を
取
り
入
れ
る
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
や
り

遂
げ
た
時
は
「
あ
り
が
と
う
」
と

礼
を
言
い
、
い
い
加
減
に
し
た
時

は
や
り
直
さ
せ
、
小
さ
な
仕
事

で
も
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
を
覚

え
さ
せ
ま
す
。
そ
う
し
て
い
る
中

で
自
分
は
家
族
の
一
員
だ
と
い

う
自
覚
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
　

ま
た
手
伝
い
を
す
る
子
ど
も

は
、
自
然
と
勉
強
の
要
領
を
身

に
つ
け
ま
す
。
手
先
も
器
用
に

な
る
し
、
食
べ
物
の
名
前
も
覚

え
ま
す
。
ほ
う
れ
ん
そ
う
と
小

松
菜
、
ア
サ
リ
と
シ
ジ
ミ
な
ど
の

区
別
が
つ
き
ま
す
。
子
ど
も
の
こ

ろ
に
食
事
の
仕
方
を
教
え
ら
れ

た
子
ど
も
は
台
所
に
立
つ
こ
と

が
多
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
手
伝

い
は
将
来
の
自
立
の
た
め
に
も

必
要
な
こ
と
で
す
。

手
伝
い
と
学
習
能
力

《
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
つ
ぶ
や
き
》



第
１
条　

元
気
に
あ
い
さ
つ
し
ま
す
。

第
２
条　

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
ま
す
。

第
３
条　

人
に
や
さ
し
く
し
ま
す
。

第
４
条　
「
あ
り
が
と
う
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」を
言
い
ま
す
。

第
５
条　

夢
を
か
な
え
ま
す
。
追
い
か
け
ま
す
。

第
６
条　

津
野
町
の
自
然
と
伝
統
文
化
を
守
り
ま
す
。

津
野
っ
子
の
志　

６
ケ
条

子
ど
も
を
地
域
で
育
て
よ
う

　
　

夏
休
み
を
迎
え
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
地
域
や
家
庭
で

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　
　

さ
て
、
右
の
６
ケ
条
を
み
な

さ
ん
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？ 

ご
家
庭
や
地
域
の
子
ど

も
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
姿
を
実

現
し
て
い
ま
す
か
？

　
　

こ
れ
は
、
各
園
・
小
中
学
校

に
掲
示
し
て
お
り
ま
す
「
津
野

っ
子
の
志　

６
ケ
条
」
で
す
。
平

成
25

年
度
に
「
こ
ん
な
子
ど
も

に
な
り
た
い
」
と
い
う
宣
言
を

募
集
し
、
園
児
や
小
中
学
生
、

お
家
の
方
の
思
い
を
受
け
て
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
　

夏
休
み
は
、
学
校
が
な
い
分
、

地
域
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が

で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
地
域
の
子

ど
も
た
ち
と
も
関
わ
る
機
会
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
と
き
に
、

「
ち
ゃ
ん
と
あ
い
さ
つ
で
き
て　

え
ら
い
ね
」

「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き　

る
っ
て
さ
す
が
だ
ね
」

「
友
だ
ち
に
や
さ
し
く
で
き
ゆ　

う
ね
」

「
地
域
の
た
め
に
働
く
っ
て
す　

ご
い
ね
」

な
ど
、
声
を
か
け
た
り
、
挨
拶

を
し
た
り
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

５
月
・
６
月
に
か
け
て
町
長
、

副
町
長
、
教
育
委
員
に
各
校
の

授
業
を
参
観
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
　

ど
の
学
級
も
集
中
し
て
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会　

宮
本　

真
優
）

学
校
の
よ
う
す
を
紹
介
し
ま
す

▲副町長、教育委員訪問（葉山小） ▲ 町長訪問（葉山中）

　
　
日
々
の
子
育
て
の
中
で
、
子

ど
も
の
言
動
に
イ
ラ
っ
と
す
る

こ
と
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。

問
題
な
の
は
そ
う
し
た
感
情

を
そ
の
ま
ま
子
ど
も
に
ぶ
つ
け

て
し
ま
う
こ
と
。
別
の
方
法
で

気
持
ち
を
落
ち
着
け
る
方
法

を
見
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
は
大
変
！
だ
か
ら
こ
そ

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
　
不
安
や
負
担
感
は
、
ひ
と
り

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
せ
ん
。

子
育
て
中
は
自
分
の
こ
と
を

後
回
し
に
し
が
ち
で
す
が
、
時

に
は
自
分
を
優
先
し
て
自
分

を
ね
ぎ
ら
う
時
間
を
持
つ
よ

う
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の

余
裕
が
持
て
な
い
時
は
、
周
囲

の
人
び
と
や
相
談
機
関
に
助

け
を
求
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。



津
野
町
郷
土
資
料
館
の
展
示
資
料

津
野
町
の
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
①

　
　

長
い
歴
史
を
持
つ
津
野
町
に
は

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
文
化
財
が
あ

り
ま
す
。
国
が
指
定
し
て
い
る
物

か
ら
、
え
！
こ
ん
な
も
の
ま
で
！
と

い
う
物
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
こ

で
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
津

野
町
の
お
宝
を
少
し
ず
つ
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

役
場
本
庁
に
隣
接
す
る
津
野

町
郷
土
資
料
館
に
は
３
’
０
０
０

点
近
い
資
料
が
保
管
展
示
さ
れ
て

お
り
、
皆
さ
ま
の
協
力
で
年
々
少

し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。
身
近
な
も

の
で
も
よ
く
調
べ
て
み
る
と
面
白
い

も
の
で
す
。

　
　

例
え
ば
「
昔
、
父
が
使
っ
て
い
た

も
の
で
す
が
」
と
持
ち
込
ま
れ
た
の

が
写
真
の
食
器
な
ど
で
す
。
ず
ん

ぐ
り
と
し
て
安
定
し
て
い
る
良
い

形
で
す
。
よ
く
見
る
と
旧
日
本
陸

軍
の
星
章
が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
か
つ
て
陸
軍
が
営
舎
な
ど
で
使

用
し
て
い
た
陶
器
で
、
皿
や
茶
わ
ん
、

丼
な
ど
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
初
は
割
れ
な
い
よ
う
に
金
属
の

ア
ル
マ
イ
ト
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
金
属
は
軍
に
供
出
さ
れ

食
器
す
ら
陶
器
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
も
の
は
代
用
食
器
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
裏
を

見
て
み
る
と
「
名
陶
」の
文

字
が
。こ
れ
は
「
名
古
屋
製

陶
」の
印
で
す
。
か
つ
て
は

「
名
陶
製
は
士
官
が
使
う

」
と
言
わ
れ
て
い
た
高
級

メ
ー
カ
ー
で
し
た
。こ
の
会

社
は
現
在
で
は
鳴
海
製

陶
と
い
う
高
級
洋
食
器
メ

ー
カ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

同
様
に
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
九

十
式
鉄
帽
と
言
い
ま
す
。

で
も
よ
く
見
る
と
星
や
碇

の
記
章
が
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
は
民

間
で
作
ら
れ
た
国
民
用
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
だ
か
ら
で
す
。
ち
な
み
に
こ
の

鉄
帽
は
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
の
も

の
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
の
で

す
が
、
外
国
と
は
違
い
日
本
の
物

は
顎
紐
を
結
ん
で
止
め
ま
す
。
ま

さ
に
兜
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。

　
　

８
月
に
は
76

年
目
の
終
戦
記

念
日
が
あ
り
ま
す
。
身
近
に
残
さ

れ
た
戦
争
遺
物
を
み
て
、
新
た
に

平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
も
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
（
教
育
委
員
会
郷
土
資
料
館

　
　
　
　
　

学
芸
員　
　
　

田
中　

勝
幸
）

　
　

片
岡
直
輝
・
直
温
生
家
で
は
、

月
２
回
程
度
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　

６
月
は
生
け
花
教
室
や
押
し

花
を
使
っ
た
ペ
ン
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
７
月
は
熟
練
の
腕
を

持
っ
た
方
が
た
に
よ
る
漬
物
講

座
や
心
と
体
を
癒
す
ヨ
ガ
教
室

な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
も
生
家
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に

な
っ
て
興
味
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
へ

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
　

ま
た
、
８
月
20

日
（
金
）
ま
で

は
風
鈴
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

生
家
に
飾
ら
れ
た
約
30

個
の
風

鈴
の
音
色
と
日
本
庭
園
で
清
涼

の
夏
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会　

高
橋　

宏
輔
）

【
開
館
時
間
９
時
30

分
〜
17

時
】

【
休
館
日　

毎
週
火
曜
日
】

隠
れ
た
ス
ポ
ッ
ト

片
岡
直
輝
・
直
温
生
家
（
永
野
）



○　公売とは 

　　「公売」とは、滞納税に充てるために差し押さえた財産を売却することです。具体的には、公売会場にお

いて見積価額以上の金額を入札していただき、最高価額の入札者に売却していくもので、　裁判所の行っ

ている競売に類したものです。 

○　高幡租税債権管理機構及び土佐市、佐川町、高知県中央西県税事務所の方針

　　行政サービスを支える財源の確保に向けて、差し押さえた財産は、随時、公売を行って税収に充ててい

ます。滞納の解消、税収確保のために多くの皆さんの参加をお待ちしています。 

○　不動産合同公売会

　　　日時 令和3年10月18日（月）　　　開場：13時30分　　入札：14時～

　　　会場 須崎市総合保健福祉センター2Ｆ会議室   

　　　　　今回は、高幡租税債権管理機構、管内の市町及び高知県中央西県税事務所との合同公売会の　

　　　形式で、　宅地、雑種地、農用地などを売却します。

　　　　　なお、公売物件の所在地は、土佐市、佐川町、四万十町になります。 

・滞納整理状況等によって、出品物件の公売が中止になる場合がありますのでご了承ください。 

・公売や物件の詳細は、高幡租税債権管理機構のホームページの閲覧もしくは下記連絡先にお尋ねください。

・公売物件の「現地案内」は、個別に対応しますので、出品団体にお問い合わせください。

○　入札に必要なもの    
・公売保証金は、上記公売物件一覧の保証金欄へ金額記載のある物件に限り必要（現金納付に限る）　

・身分証明書(免許証、パスポート等の顔写真のある証明書類)

・法人の場合は、登記事項証明書及び代表権を有する者以外が入札する場合は委任状が必要 

・委任状（代理人が入札に参加する場合のみ　必要書類は高幡租税債権管理機構ホームページからダウンロードを　

　お願いします）

・印鑑（認印で可）

・陳述書（様式等は、高幡租税債権管理機構ホームページからダウンロードしてください）

※「農用地」の入札を行う場合は、物件所在地の農業委員会が発行する「買受適格証明書」が必要です。
・物件所在地以外の市町村に居住の方は、事前に居住地の農業委員会で手続き等をお問い合わせください。

■買受適格証明書の申請期限及びお問い合わせ先  

・土佐市農業委員会　　　　　　　　　　　　令和３年９月10日　　　☎088-852-7738

・四万十町農業委員会　　　　　　　　　　令和３年９月10日　　　☎0880-22-3114 

○　注意事項   
・保証金納付期限    令和3年10月18日（月）14時

　　　　　　　　　　（見積価格が50万円を超える場合は、10％以上の額と定められています）

・売却決定日　　　令和3年11月8日（月）10時 

　　　　　　　　　　　ただし法令に基づく調査嘱託の結果が明らかでないときは延長されます。 

・所有権移転登記　　 費用負担と住民票等の提出を条件として、執行機関が代行することができます。 

○　公売物件に関するお問い合わせ
・高幡租税債権管理機構　　　　　　　　　　須崎市山手町１－７　　　　　　　　　　☎0889-40-0911

・佐川町税務課　収納管理室　　　　　　　佐川町甲1650－２　　　　　　　　　　☎0889-22-7703

・土佐市役所税務課　　　　　　　　　　　　　　土佐市高岡町甲2017－１　　　　☎088-852-7629

・高知県中央西県税事務所納税課　　高知市丸の内１－７－52　　　　　　☎088-821-4952

　　　　　　　　　　　　　　　 ◆行政のサービスは、皆さんの税金で支えられています！

○　公売物件一覧



【
日
時
】　

９
月
３
日
（
金
）　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
ま

で（
受
け
付
け
は
午
後
３
時
ま
で
）

【
場
所
】
　
高
知
県
民
文
化
ホ
ー

ル　
　

１
階
第
11
多
目
的
室

【
相
談
内
容
】

　
　

民
事
問
題　
（
慰
謝
料
、
交
通

事
故
、
金
銭
貸
借
、
立
替
金
、
地

代
・
家
賃
等
）　

や
、
家
事
問
題　

（
離
婚
、
婚
姻
費
用
、
財
産
分
与
、

面
会
交
流
、
養
育
費
、
相
続
等
）

を
手
軽
に
、
早
く
、
安
く
解
決
す

る
調
停
制
度
を
活
用
す
る
方
法

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予

約
は
不
要
で
す
の
で
、
当
日
、
直

接
無
料
相
談
会
場
へ
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ

り
、
相
談
会
を
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

【
相
談
担
当
者
】

民
事
・
家
事
調
停
委
員
（
弁
護

士
調
停
委
員
を
含
む
）

【
主
催
】

高
知
調
停
協
会
連
合
会

　

高
知
地
区
調
停
協
会

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

毎
週
月
・
水
・
金
の
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
ま
で

高
知
調
停
協
会
連
合
会
事
務

局(

高
知
家
庭
裁
判
所
内)

☎
０
８
８-

８
７
２-

７
８
８
４

無
料
調
停
手
続
相
談
会

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ご
案
内

高
知
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
（
Ｋ
Ｐ
Ｃ
）

【オープンキャンパス日程】

11：00～15：30

（受付10：40～）

13：00～15：30

（受付12：40～）

ものづくりミニ体験

9 月  5日（日）

1 2 月1 9日（日）

時　間（予定）開　催　日

　
　

高
知
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校
（
Ｋ
Ｐ
Ｃ
）
は
、
厚
生
労

働
省
所
管
の
工
業
系
短
期
大
学

校
で
す
。

　
　

学
校
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
い

た
だ
く
た
め
、
高
校
生
等
を
対

象
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実

施
し
ま
す
。（
保
護
者
の
方
も
大

歓
迎
で
す
）

　
　

参
加
さ
れ
る
方
は
ラ
ン
チ
が

体
験
で
き
ま
す
。（
要
予
約
）

　
　

お
申
し
込
み
方
法
や
詳
し
い

内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
内
容
（
予
定
）
】

　
　

学
校
・
学
科
紹
介
、
入
試
概

要
説
明
、
就
職
状
況
紹
介
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
も
の
づ
く
り
体

験
（
要
予
約
）
、
ラ
ン
チ
体
験
（
無

料
・
要
予
約
）
、
学
生
寮
の
見
学
、

在
校
生
交
流
カ
フ
ェ
、
個
別
相

談※
開
催
時
間
や
内
容
は
変
更
に

な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

【
入
試
対
策
講
座
】

　
　
第
１
志
望
合
格
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
数
学
・
面
接
の
対
策

講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　
　
開
催
日
時
　

　
　

令
和
３
年
９
月
26
日
（
日
）

　
　

10
時
30
分
〜
15
時

　
　
（
受
け
付
け
は
10
時
〜
）

　
　
内
容
　

　
　

数
学
Ⅰ
対
策
、
面
接
対
策

講
座
、
個
別
相
談

※
開
催
時
間
や
内
容
は
変
更

に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ

せ
先
】

高
知
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校
（
Ｋ
Ｐ
Ｃ
）
学
務
援
助

課住
所　

香
南
市
野
市
町
西
野

１
５
９
５-

１

☎
０
８
８
７-

56-

４
１
０
０



水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

くぼ か わ病 院

くろしお病 院くろしお病 院くぼ か わ病 院

くぼ か わ病 院 くろしお病 院

くろしお病 院

くろしお病 院

くろしお病 院

くろしお病 院

不燃ごみ・粗大ごみ収集日 ビン・缶収集日 ペットボトル収集日

くぼ か わ病 院

1312 14

19 21

27

20

7

くろしお病 院

26

くぼ か わ病 院

28

11

18

25　　ちっちクラブ
と　き：午前９時～正午

ところ：西庁福祉交流センター

　新聞、雑誌、ダンボールは、

役場本庁・西庁の無人回収

場所で、毎日無料で受け入れ

ています。

（受け入れ時間：午前8時30

分～午後5時まで）

※整理整頓をして置くように

してください。

くろしお病 院くろしお病 院

65

くぼ か わ病 院

4

ちっちクラブ
と　き：午前９時～正午

ところ：町立図書館かわうそ館

しずくちゃん広場

（離乳食教室）
受　付：午前９時30分～午前10時

ところ：総合保健福祉センター里楽

幼児健診
受　付：対象者に個別に受付時間を

　　　　設定した案内文書を送付

　　　　します。    

ところ：総合保健福祉センター里楽

※イベント等の開催

中止について

　新型コロナウイルス感染防止の
ため、イベント等中止となる場合
があります。
　ご理解ご協力の程よろしくお願
いします。

健診結果報告会（西）
受　付：午前10時～正午(予約制）

　　　　午後１時～午後４時

ところ：西庁福祉交流センター口座振替日

固定資産税　　 ２期

国民健康保険税 ２期

新型コロナワクチン接種
と　き：個別に通知します

ところ：総合保健福祉センター里楽

新型コロナワクチン接種
と　き：個別に通知します

ところ：総合保健福祉センター里楽

新型コロナワクチン接種
と　き：個別に通知します

ところ：総合保健福祉センター里楽



高 陵 病 院梼 原 病 院

大 西 病 院

1098

くろしお病 院

171615

くろしお病 院

2423

くろしお病 院

22

くぼ か わ病 院 くぼ か わ病 院

日曜日 月曜日 火曜日

30 31

高 陵 病 院

高 陵 病 院

くろしお病 院

29

くぼ か わ病 院

と　き：午前8時30分～午後5時
ところ：大谷収集場

不燃ごみ・粗大ごみ

と　き：午前8時30分～正午

ところ：宮谷堆肥センター

西地区(東津野地域)
不燃ごみ・粗大ごみ

東地区（葉山地域）

納期限
固定資産税　　 ２期
国民健康保険税 ２期

321

くろしお病 院くろしお病 院 高 陵 病 院

山の日 振替休日

食改・健康ウォーキング
と　き：午前９時～

ところ：足川渓谷

新型コロナワクチン接種
と　き：個別に通知します

ところ：総合保健福祉センター里楽

新型コロナワクチン接種
と　き：個別に通知します

ところ：総合保健福祉センター里楽

新型コロナワクチン接種
と　き：個別に通知します

ところ：総合保健福祉センター里楽

新型コロナワクチン接種
と　き：個別に通知します

ところ：総合保健福祉センター里楽

新型コロナワクチン接種
と　き：個別に通知します

ところ：総合保健福祉センター里楽

健診結果報告会（西）
受　付：午前10時～正午(予約制）

　　　　午後１時～午後４時

ところ：西庁福祉交流センター

ビン・缶・ペットボトル
     東地区（葉山地域）

ビン・缶・ペットボトル
西地区(東津野地域)



訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り姉妹町からのお便り

　
　
手
作
り
の
雑
貨
や
町
内
で
生

産
さ
れ
た
野
菜
な
ど
を
販
売
す

る
「
つ
な
が
る
初
夏
マ
ル
シ
ェ
」
が

７
月
３
日
、
銀
河
公
園
の
広
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
布
の
小
物
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

タ
マ
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ゴ
ボ
ウ
、

た
れ
カ
ツ
丼
、
ひ
や
む
ぎ
、
蜂
蜜

な
ど
の
商
品
が
ず
ら
り
と
並
ん

だ
ほ
か
、
ミ
ル
ク
ク
ラ
ウ
ン
の
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
タ
コ
ス
、
ワ
ッ

フ
ル
な
ど
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
出

店
し
、
商
品
を
買
い
求
め
る
人

た
ち
で
会
場
は
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　
　
道
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た

初
夏
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
外
か

ら
大
勢
の
人
が
足
を
運
び
、
満

喫
し
た
よ
う
す
で
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ

　
　
　
　
初
夏
マ
ル
シ
ェ
大
盛
況



『
い
つ
も
お
い
し
い

　
　
給
食
を
あ
り
が
と
う
』

こ
ど
も
園
だ
よ
り

認
定
こ
ど
も
園
　
さ
く
ら
ん
ぼ
園

　
　

３
歳
児
ぱ
ん
だ
組
が
東
津

野
中
学
校
の
急
な
坂
道
を
頑

張
っ
て
登
っ
て
給
食
セ
ン
タ
ー
の

見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

日
の
献
立
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
で

大
き
な
鍋
で
煮
込
む
と
こ
ろ
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

子
ど
も
た
ち
か
ら
栄
養
士
の

高
橋
先
生
に
「
な
ん
で
？
」の
質

問
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。「
火
つ
い

て
な
い
の
に
な
ん
で
料
理
で
き

る
が
？｣

「
あ
の
茶

色
い
の
は

何
？
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
み
た
い
？｣

な
ど
の
質
問
に
も
「
鍋
の
下
に

あ
る
筒
の
中
に
、
見
え
な
い
所

に
火
が
つ
い
て
い
る
ん
だ
よ
」

「
チ
ャ
ツ
ネ
と
い
う
フ
ル
ー
ツ
を

煮
詰
め
た
よ
う
な
材
料
で
カ
レ

ー
に
入
れ
る
と
お
い
し
く
な
る

ん
だ
よ
」
と
丁
寧
に
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
他
に
も
「
時
計
が

２
つ
あ
る
」「
水
道
に
ホ
ー
ス
が

つ
い
て
る
」
な
ど
好
奇
心
い
っ
ぱ

い
で
見
学
を
し
ま
し
た
よ
。

　
　

最
後
は
子
ど
も
た
ち
よ
り

大
き
な
し
ゃ
も
じ
を
持
た
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
給
食
セ
ン
タ

ー
を
楽
し
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は

「
お
な
か
す
い
た
」「
早
く
給
食

食
べ
た
い
」
と
園
に
帰
っ
て
「
い

つ
も
お
い
し
い
給
食
を
あ
り
が

と
う
」
と
感
謝
の
気
持
ち
で
食

べ
ま
し
た
。

『
願
い
が
天
に

　
　
と
ど
き
ま
す
よ
う
に
』

　
　

新
田
の　
「
く
つ
ろ
ぎ
や
」　

で

七
夕
飾
り
を
作
る
の
で
遊
び
に

来
て
ね
と
お
誘
い
を
受
け
、
４

歳
児
き
り
ん
組
が
サ
ロ
ン
交
流

に
喜
ん
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　

サ
ロ
ン
に
行
く
と
、
手
作
り

の
名
札
を
用
意
し
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
名
札
を
つ
け
て
も
ら
い
、

大
き
な
声
で
自
己
紹
介
を
し
て

か
ら
飾
り
作
り
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
サ
ロ
ン
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
が
織
姫
さ
ま
と
彦
星
さ

ま
の
折
り
紙
人
形
を
準
備
し
て

く
れ
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は

顔
を
描
い
て
作
り
上
げ
ま
し
た
。

短
冊
に
願
い
を
先
生
に
書
い
て

も
ら
っ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
飾
り
つ
け
ま
し
た
。
園
で

は
「
こ
よ
り
」
を
使
っ
て
い
ま
す

が
、
サ
ロ
ン
で
は
「
シ
ュ
ロ
の
葉
」

を
細
く
裂
い
た
も
の
で
笹
に
飾

り
つ
け
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と

「
願
い
を
天
に
届
け
る
た
め
に

笹
を
川
に
流
し
て
も
全
て
は
自

然
に
還
っ
て
環
境
に
優
し
い
ん

だ
よ
」
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
折
り
紙
を
組
み
合
わ
せ
た

玉
飾
り
や
不
織
布
で
で
き
た

天
の
川
な
ど
が
あ
っ
て
、
と
て
も

き
れ
い
で
し
た
。

　
　

飾
り
つ
け
た
後
は
た
な
ば
た

さ
ま
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
一
緒
に

記
念
撮
影
を
し
た
り
、
抱
っ
こ

さ
れ
て
「
よ
う
来
て
く
れ
た
ね
」

と
喜
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
子
ど

も
た
ち
も
「
楽
し
か
っ
た
ー
」
と

大
満
足
で
し
た
。

〇
と
き

　
　

８
月
21
日(

土)

　
　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
（
予

定
）

〇
場
所

　
　

天
狗
高
原
カ
ル
ス
ト
学
習
館

及
び
周
辺

〇
集
合
場
所

　
　

カ
ル
ス
ト
学
習
館
玄
関
前

〇
内
容

　
　

専
門
講
師
に
よ
る
、
天
狗
高
原

に
生
息
す
る「
ア
ナ
グ
マ
」の
観
察

と
四
国
カ
ル
ス
ト
の
動
物
の
勉
強

会
を
行
い
ま
す
。

〇
参
加
費　

無
料　

〇
そ
の
他

　
　

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
午
後
９
時
よ
り
、コ
ウ
モ
リ
調

査
専
門
家
に
よ
る
ト
ラ
ッ
プ
見
回

り
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加

は
自
由
で
す
が
、
未
成
年
の
方
は

保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

カ
ル
ス
ト
学
習
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
・
火
休
館
）　　

　

　

　

　

　

　

　

☎

62-

３
３
７
１

カ
ル
ス
ト
学
習
館
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

ア
ナ
グ
マ
観
察
in

天
狗
高
原



　
今
月
号
で
は
精
華
小
学
校
・
葉
山
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

み
ん
な
の
作
品

広報 つのちょう　32

　　　
編
集
後
記

 
 

７
月
は
、
７
日
に
星
ふ
る

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｕ
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、

21

日
に
遊
山
四
万
十 

せ
い

ら
ん
の
里
も
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
ね
。
お
い
し
い
食
事
や

宿
泊
が
で
き
ま
す
の
で
、
一

新
し
た
両
施
設
に
訪
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

 

８
月
号
は
記
事
が
多
く
32

ペ
ー
ジ
と
普
段
よ
り
広
報

紙
が
厚
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

防
災
や
福
祉
な
ど
、
た
め
に

な
る
記
事
か
ら
文
化
財
や

文
化
協
会
サ
ー
ク
ル
、
林
業

制
度
の
紹
介
記
事
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
事
務
局
）

はじめてのおたんじょうび
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